霧の湖と呼ばれた場所の、さらにその奥にある一つの館――紅魔館。

その館主にして頭首たるレミリア・スカーレットの夜は、いつも瀟洒な従者の声から始まる―――その日までは。

「しばらくの間、お暇を頂きます」

　と、瀟洒なメイド長――十六夜咲夜の言葉を受け取ってから早数日。紅魔館の妖精を束ね、妖怪をも操り、絶対覇者としてのカリスマを備えた王たる吸血鬼は……

「ぅっ……ぅぅ………っ！　さ、しゃくやぁぁ……」

　恐ろしい勢いでカリスマを失っていた。

　目は涙で腫れ、声は叫び過ぎてガラガラ。その姿から王の貫禄を見つけ出すことは、もはや不可能と言っても過言ではない。唯一の救いは、紅魔館の者がこの姿を見ることがなかったことだろうか。

「情けないわね、レミィ」

　否。唯一人、この姿を見る者がいた。

　紅魔館の主、レミリアの友人であるパチュリー・ノーレッジ。彼女はレミリアの傍に椅子を寄せ、いつもの様に本を読んでいた。

　パチュリーの声に顔をあげたレミリアは、情けなくも自身の涙で濡れた顔で抗議をあげる。

「だって、だってさくやがぁ……しゃくやがぁぁぁ」

　抗議の声にさえならなかった。

　パチュリーは溜息を吐き、ぼそりと呟く。

「情けないわね、これが紅魔館の主だというのだから」

　枕が飛んで来た。

「いいじゃない！　どうせ独り者のパチェにはわからないでしょ？」

「…………ほほぅ」

　パチュリーは本を閉じて天井を見上げ、静かに、言葉の意味を咀嚼するように、何度も口の中でレミリアの言葉を繰り返し、そして、ゆっくりと目を開いて言った。

「なるほど、よく言ったわ、レミィ。ならば戦争だ！　世界中の独り者よ、私に力を！」

「ふぇ…きゃっ？！」

　

　椅子を蹴り、パチュリーはおよそ普段から図書館に篭りきりの人がするような動作とは思えぬほどのスピードで動きだし、レミリアへと襲い掛かった。

　そして数秒後、パチュリーは地面に倒れ伏せていた。

「くっ……あそこで私の拳が当たってさえいれば……」

「あそこで云々以前に、貴女、攻撃自体してないようなものじゃない」

「……無念」

　敗因は酷く情けないものだ。普段動いていないがために少し動いていただけでぎっくり腰。今は片手で腰を抑えて呻いている。

　レミリアはベッドの上に座り直し、溜息を吐く。それを視界に収めていたパチュリーは薄くにやりと笑った。

「ところで、どう？　少しは元気が出た？」

「……………」

　パチュリーの言葉に、最初から元気だと言い返そうとして、レミリアは押し黙る。

　パチュリーの瞳、何もかも見透かすかのようなその瞳が、笑っていた。嘘は通用しない、と。

　悔しいことに、確かにこの友人のお蔭でレミリアは元気が出た。それは否定できない。しかし、だからと言って、あっさり肯定するのも面白くない。

　だから、レミリアは話題を逸らすことに決めた。

「いいわ。貴女の所の使い魔を呼ぶから、少し大人しくしていなさいな」

「あら、優しいのね」

「いいから、静かにしていなさい」

　そっぽを向き、頬を朱に染めるレミリアを、パチュリーは楽しげに見つめる。それをレミリアはどこか悔しげに睨み返した。

　パチン！　とレミリアが指を鳴らすと同時に音も無くドアが開いた。そのドアに向けてついと右手の人差し指を差し出すと、指の先から一羽の蝙蝠が飛び出してきた。蝙蝠はドアを潜って外に行く。行き先はヴワル図書館だ。

　蝙蝠が行ったことを確認してドアを閉めようとしたその時、

「うひゃあっ！」

　ここ最近になって、頓に耳にすることが多くなった声が聞こえてきた。その声の主はこちらに向かっているようだ、静かな足音が聞こえてくる。「あ、開いてる」そんな声が聞こえてきた。

　レミリアは少し自分の佇まいを直し、目じりを吊り上げて両腕を組む。それだけで少しは威厳が保てるものだ。

声の主の足音は扉の手前辺りで止まった。勝手に入るべきかどうしようか迷っているのだろうか、時折ぶつぶつと独り言が聞こえてくる。

　そんな彼女に、レミリアは声を掛ける。

「入りなさい」

　やや驚いた調子で「はい」という言葉が飛んで来た。次いで、扉の影から一人の女性が顔を覗かせる。思った通り、紅魔館の門番――紅美鈴だった。

「失礼します、お嬢様。あ、パチュリー様もこちらでしたか」

　床に突っ伏すパチュリーを見て、美鈴はくすりと笑う。

「何やってんですか、パチュリー様」

「ちょっと腰を痛めてね、レミィが激しいものだから」

「人聞きが悪いことを言わないで頂戴。貴女が勝手に腰を痛めただけでしょう？」

　くすくすと笑う美鈴に、パチュリーは「それで？」と尋ねる。

「何の用かしら？」

「ああ、はい、そうでした。お二人に手紙が来ておりまして。パチュリー様はリトルさんからですが」

「あら、さすが私の使い魔。もう主の危機でも感じ取ったのかしら？」

「どうでしょう？　そんな感じではありませんでしたが」

　パチュリーは手紙を受け取り、腹ばいの状態で中身を見つめる。しばらくして、溜め息を一つ。

「そろそろ帰らなきゃ、怒られるかしら？」

　小さな声で呟いた。

「ふむ。ところで、私には誰からかしら？」

　レミリアが尋ねたところで、美鈴はより一層破顔して嬉しそうに答えた。

「咲夜さんからですよ」

「っ！？」

　レミリアは息を飲んで手紙を受け取った。

　手紙を渡しながら、美鈴は笑みを浮かべていた。そして終始笑みを浮かべたまま退室して行った。彼女が出て行った直後、

「あ、めーりんやっと見つけたー！　遊ぼ遊ぼー！！」

「うわっ、ちょ、妹様！　駄目ですってば、いま仕事中です！」

「フランって呼んでよ、めーりん。それにいま夜じゃない」

「今は夜勤なんですってば」

　そんな遣り取りが聞こえて、徐々に遠ざかって行った。

「ふ～ん……」

　パチュリーがにやにやと嫌らしい笑みを浮かべて覗き込んできたので、レミリアは慌てて背を向ける。それでもパチュリーが覗き込んでくるので、レミリアはベッドの上に寝転がって背を向けた。

　パチュリーに背を向けて、レミリアは急いだ様子で手紙を開ける。何とも忙しない。封筒を破らんばかりの勢いで開け、中の紙にシワがつくほどの力で引っ張り出す。素早く文面に目を通し………にやけが止まらなくなった。

　まずい。これはまずい。内容は至ってシンプルなもので、紅魔館の様子はどうだとか、しっかりと紅魔館の主らしい態度をとっているかとか、その程度のものだ。それだけでも純粋に嬉しかった。彼女が自分を気遣ってくれていることが、堪らなく嬉しかった。それだけでも嬉しかったのに。なのに、なのに――――

『そちらに戻る日を楽しみにしています。愛していますよ、レミリア様』

「――――っっっっっっ！！！！」

　もう言葉も出ない。手紙がシワだらけになるほど強く抱きしめ、ベッドの上を恥かしげも無くゴロゴロと転げまわった。シーツがシワになろうと構わない。今はこれ以上に嬉しさを表現する方法が思いつかないのだ。

　歓喜！　言葉で表すならこの一言に尽きる。

　彼女が帰ってくるのはいつだったか、確か明日の夜だったはずだ。明日は目を覚ませば彼女がいる生活が戻ってくる。そう思うと今からわくわくが止まらない。彼女が帰ってきたらどうしようか。甘い言葉の一つでも囁くべきか？　それとも離れていた分甘えまくるか？　問答無用でベッドに押し倒すのもありかもしれない。

　そんなことばかりを考えて一人で盛り上がっていると、背後から冷たい視線が突き刺さってきた。はっと我に返り、レミリアは今更ながら佇まいを直す。

「ふぅ……なんて有り様なのかしら」

「う、うるさいわね！　いつまでいるのよ！！」

「はいはい。邪魔者は退散いたしますわ。でもねぇ……」

「うっさい！」

　布団を投げ付ける前に、パチュリーは素早く部屋の外に逃げていった。腰はどうした、と言ってやりたくなったが、もう居ないのでその言葉は心の中にしまって置く事にした。

「…………………」

　部屋は途端に静かになる。思い沈黙が横たわるその室内の中で、レミリアはベッドの上に横になり、取り敢えずは今晩をどう過すか考える。

　思いつくのは紅白巫女の家、永遠亭、妖怪の山、ｅｔｃ・・・。どれも今は行く気になれない。

「ま、いいわ」

　今日のところは大人しくしておこうと、レミリアは体中の力を完全に抜く。咲夜が帰ってくるのは明後日だ、それまでに体力を温存しておくのも、たまには良いだろう。

　ドアの向こうから音が聞こえてきた。ノックとは少し違う、ややテンポの速い音だ。指を振り、ドアを開ける。先ほどレミリアが放った蝙蝠だ。「忘れてたわ」と呟き、蝙蝠を体の中に戻す。

「明後日を楽しみにしていなさい、咲夜」

　愛する女性が一秒でも早く帰ってくることを思いながら、レミリアは深い眠りに落ち始めた。

